
（別紙３）

～ 令和８年　２月　２０日

（対象者数） 16世帯 （回答者数） 1５世帯

～ 令和８年　２月　２０日

（対象者数） ６名 （回答者数） ６名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

病院での詳細な検査結果を個別支援計画に反映させるだけで

なく、日々の療育場面での細かな反応を主治医へフィード

バックするサイクルをさらに迅速化させ、精度の高いアセス

メントを目指します。加えて、手厚い人員配置を活かし、保

護者様とのコミュニケーション機会をさらに増やしてまいり

ます。お子様の小さな成長の変化を共有し、ご家庭での関わ

り方についても専門職の視点から具体的なアドバイスを行う

など、ご家族に寄り添った多角的なサポート体制をより強固

なものにしていきます。

2

現在、リハ専門職と保育士、音楽療法士がそれぞれの専門性

を活かして介入していますが、今後はそれらをさらに融合さ

せて職種間の垣根を越え、お子様の意欲をより多角的に引き

出せるよう工夫してまいります。

3

お子様が事業所だけでなく、園という集団生活の場でも「で

きた！」という成功体験を増やせるよう、園と家庭、事業所

の三者が一貫した方針で支援を行える体制づくりを、今後

行っていきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

親子療育の特性上、保護者様が療育を直接見学され、その場

で専門職と情報共有できるメリットは非常に大きいと考えて

います。今後も、通所時に得た気づきや、もみのき病院との

連携による医学的アドバイスをより丁寧にフィードバック

し、直接足を運ぶからこそ得られる安心感をさらに強固なも

のにしていくことが重要だと認識しています。

2

引き続き、少しでも多くのお子様に支援を届けられる体制づ

くりを模索してまいります。

3

今後も、集団活動を通じた学びの機会を確保するため、園と

の連携（保育所等訪問支援）を強化していきます。また、個

別と集団のメリットを融合させた支援の形を模索してまいり

ます。

夕方の利用を希望されるご家庭に対し、十分なニーズに応えら

れていない現状があり、受け入れ体制の拡充が急務であると認

識しております。

夕方の時間帯は、放課後等デイサービスの利用が集中します。

当事業所の強みである手厚い人員配置と一人ひとりに合わせた

個別支援の質を維持するためには、未就学児の追加受け入れが

物理的に困難な状況です。安全面と支援の質を担保するための

苦渋の選択ではありますが、利用希望時間の偏りに対し、柔軟

な対応ができていない点が組織としての弱みとなっています。

一人ひとりの発達段階に深く向き合うため、専門職による個別

療育を主軸としています。そのため、事業所内での集団療育プ

ログラムを実施できていないことが課題です。

個別療育の枠組みの中で、近しい発達段階のお子様同士が自然

に触れ合えるペア療育を行う場合はありますが、通常は集団療

育プログラムは行っておりません。集団内での社会性や対人関

係の構築が必要なケースに対しては、保育所等訪問支援事業に

て、お子様が普段過ごしている集団の場で直接的な支援や環境

調整の助言を行うことで、個別療育で得た成果を集団生活へ繋

げる形での補完に努めています。

当事業所では、お子様の日常生活の場である保育所・幼稚園と

の顔の見える連携を重視しています。さらに、年長時には、将

来を見据えた就学プログラムを提供し、多角的なカリキュラム

を通じてスムーズな就学に向けた準備を整えています。

園の先生方には積極的に療育の見学にお越しいただき、事業所

での様子を共有するだけでなく、園での集団生活に活かせる支

援方法を共に検討する体制を構築しています。就学プログラム

では、読み書き・数・運筆・箸操作といった学習・生活面の基

礎から、目の動き（ビジョントレーニング）や形の捉え、集団

内での振る舞いや運動まで、専門職が協働して幅広く支援して

います。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

当事業所は親子療育を主軸としており、保護者様とお子様が共

に通うスタイルを大切にしているため、原則、送迎サービスは

実施しておりません。

このため、遠方の利用者様や多忙なご家庭には通所のご負担を

おかけしている点が課題です。

保護者様が療育に同席し、お子様の特性や関わり方を専門職と

共に学ぶ親子療育を支援の柱としています。お子様のみをお預

かりする送迎サービスを導入しておらず、通所手段の確保を各

ご家庭にお願いせざるを得ないことが根本的な要因となってい

ます。送迎による預かり型にシフトした場合、この密なコミュ

ニケーションが希薄になる懸念があるため、現在の通所スタイ

ルを選択しています。

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

当事業所は医療法人が運営しており、もみのき病院との密接な

連携体制を構築している点が最大の特長です。特にもみのき病

院を主治医とする利用者様においては、日々の療育状況と医学

的知見を迅速に共有できる環境にあります。また、理学療法

士・作業療法士・言語聴覚士といったリハビリテーション専門

職を複数配置し、基準を上回る手厚い人員体制を整えていま

す。これにより、お子様一人ひとりの発達特性に合わせた専門

的かつ多角的なアプローチを、安全に配慮しながら提供できる

体制が強みとなっています。

主治医と週1回のカンファレンスを行うことで、体調や発達面

で変化が見られた際も、速やかに受診を促せる体制を整えてい

ます。個別支援の内容についても、病院での検査結果をもと

に、一人ひとりの発達や特性に合わせて個別支援計画を作成し

ています。療育は保育士とリハ専門職がペアとなり、お子様と

1対1で向き合う時間を大切にしています。お子様の「好き」

をきっかけに意欲を引き出し、発達のステップに合わせたオー

ダーメイドのプログラムを提供できるよう日々取り組んでいま

す。

音楽療法士が療育に直接参加しています。音楽の持つ楽しさを

最大限に引き出し、お子様が自分から「やってみたい」と主体

的に参加できる仕掛けを随所に取り入れています。

音楽を重要なコミュニケーションツールと位置づけ、言葉だけ

では引き出しにくいお子様の感情や意思表示を、楽器演奏やリ

ズム遊びを通して引き出し、「人とのやり取り」の楽しさを体

感できるプログラムを構成しています。音楽療法を通じて、他

者の音に合わせる、順番を待つといった社会性の基礎を、遊び

の中で楽しみながら習得できる点は当事業所の独自性です。リ

ハ専門職や保育士と連携し多角的なアプローチを実現していま

す。

○従業者評価実施期間
令和８年　２月　１０日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和８年　３月　２日

○事業所名 もみのきっず

○保護者評価実施期間
令和８年　２月　１０日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


